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	 18 世紀スコットランドの哲学者デヴィッド・ヒュームが主著『人間本性論』(1)(A Treatise 





































これらは、ヒュームが T 1.3.6 において、帰納推論が理性に基づかないことを示す議論を引
き合いに出し、この箇所をヒューム因果論の根本主張だと捉えるものであった。この規範
認識論解釈の要点は、ヒューム因果論の結論として帰納推論に対する懐疑論を据え、これ










































































































































































































































































































































































































































































































































































































る。例：T 1.3.14.1  また、『人間知性研究』からの引用は、E の後に章、部、および段落番号を付す。例：
E 4.2.5  引用における括弧は引用者による意味の補いである。また、傍線は引用者による強調である。 
(2) 本節における先行研究の分析には Loeb (2006)のサーベイを参考とした。 
(3) Russell, B. (1946). A History of Western Philosophy, George Allen and Unwin Ltd.  
(4) Stroud, B. (1977). Hume (The Arguments of the Philosophers), Routledge. 
(5) Reid, T. (1788). Essays on the Active powers of Man: Edited by Haakonssen and James A. Harris, Edinburgh 
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University Press, 2010. 
(6) Beattie, J. (1770). An Essay on the Nature and Immutability of Truth; edited and introduced by James Fieser, 
Thoemmes Press, 2000. 
(7) Garrett, D. (1997). Cognition and Commitment in Hume’s Philosophy, Oxford University Press. 
(8) 久米暁 (2005).『ヒュームの懐疑論』, 岩波書店. 



























的問題」に進んだ、とポパーは解釈している。(Popper, K. R. (1972). Objective Knowledge: An Evolutionary 
Approach, Clarendon Press, pp.2-5) 
(15) Hearn, T. K. (1970). ‘”General Rules” in Hume’s Treatise’ in Journal of the History of Philosophy, vol. 8, no.4, 
p.408  ヒュームの一般規則論に関しては近年の先行研究も豊富である。渡辺 (2014)、林 (2015)など。また、
一般規則論に関して澤田和範氏よりいただいた貴重なアドバイスを大いに参考とさせていただいた。 
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